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電気柵の電圧をIoT技術により、獣害や放牧の電気柵の電圧状況をインターネット
で監視できるシステムです。電気柵を24時間監視し、現地に行かなくても電圧の
状態をスマホやパソコンで確認でき、日々の労力を軽減します。
2023年5月より、新システムに一新し、省電力になり小型化し、使いやすくなりました。
また2024年2月より低電圧時にメール通知サービスの試験運用を開始。
これによりさらに使いやすく手間や労力の軽減に貢献します。

電気柵の電圧を見える化することで、日々の見回りの時間、現場へ行く為の燃料を
大幅に軽減することが出来ます。また夜間の確認も容易に行うことができ安心です。
電気柵の維持管理が容易になり、十分な電圧を保つことで、防除効果も高くなり、
被害や脱柵が減少し、電気柵の効果を得ることが出来ます。

地域の広域電気柵から、法人、個人の電気柵まで幅広くご利用頂いております。
「鳥獣被害対策に活用出来る機器情報」にも掲載され、鳥獣被害防止対策高度化事業や、
市町村で実証試験も行われ高評価を得ています。


